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（
内
閣
委
員
会
）

道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
推
進
委
員
会
設
置
法
案
（
閣
法
第
一
六
号

（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

）

本
法
律
案
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
内
閣
府
に
、
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
推
進
委
員
会(

以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。)

を
置
く
。

二
、
委
員
会
は
、
特
殊
法
人
等
改
革
基
本
法(

平
成
十
三
年
法
律
第
五
十
八
号)

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
特

殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
に
基
づ
き
、
日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
及
び
本
州
四
国
連

絡
橋
公
団(

以
下
「
日
本
道
路
公
団
等
」
と
い
う
。)

に
代
わ
る
民
営
化
を
前
提
と
し
た
新
た
な
組
織
及
び
そ
の
採
算
性
の
確

保
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
平
成
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
内
閣
総
理
大

臣
に
意
見
を
述
べ
る
。

三
、
委
員
会
は
、
二
の
意
見
を
受
け
て
講
ぜ
ら
れ
る
施
策
の
実
施
状
況
を
監
視
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
内
閣
総

理
大
臣
又
は
内
閣
総
理
大
臣
を
通
じ
て
関
係
行
政
機
関
の
長
に
勧
告
す
る
も
の
と
す
る
。

四
、
委
員
会
は
、
委
員
七
人
以
内
を
も
っ
て
組
織
す
る
。
委
員
は
非
常
勤
で
あ
り
、
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、

内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
。
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五
、
委
員
会
に
、
委
員
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
こ
れ
を
定
め
る
。
委
員
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
委
員
会
を
代
表
す

る
。

六
、
委
員
会
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
及
び
日
本
道
路
公
団
等

に
対
し
て
、
資
料
の
提
出
、
意
見
の
開
陳
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
日
本
道
路
公
団

等
の
業
務
の
運
営
状
況
を
調
査
し
、
又
は
委
員
に
こ
れ
を
調
査
さ
せ
る
こ
と
等
が
で
き
る
。

七
、
委
員
会
の
事
務
を
処
理
さ
せ
る
た
め
、
委
員
会
に
事
務
局
を
置
く
。

八
、
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
十

八
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。
た
だ
し
、
そ
の
日
よ
り
前
に
、
二
の
意
見
を
受
け
て
講
ぜ
ら
れ
る
施
策
に

係
る
法
律
が
施
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
当
該
法
律
の
施
行
に
併
せ
て
廃
止
す
る
も
の
と
す
る
。


